
2学期が始まりました。こんがりと焼けた子ども達の顔に、

ひと夏の成長を感じている今日この頃です。 

2学期も子どもたちの主体性を大切にしながら、瞳がキラキ

ラ輝く園生活にしていきたいと思います。さて、2学期は、大

きな行事が多くあります。９月の中旬は、発表会に向けての取

り組みがスタートします。取り組みを通して自分のイメージを

表現しながら体を動かす心地よさを感じたり、友達と力を合わ

せることの大切さや楽しさを感じられるよう、工夫していきた

いと思います。２学期も保護者の皆様のお力添えを頂きなが

ら、子どもたちの教育・保育に努めて参りたいと思いますので、

宜しくお願いします。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 火 身体測定の週 

２ 水 神森っこ集会 

３ 木 個人・集合写真撮影（年長児のみ） 

４ 金 ８月・９月の誕生会・弁当日 

５ 土 学校休業日保育 

６ 日  

７ 月 なぎなた稽古（年長児） 

生活リズムカード配布  

８ 火  

９ 水   

10 木  

11 金  

12 土 学校休業日保育 

13 日  

14 月 なぎなた稽古（年長児） 

15 火 おやつ会（かき氷） 

16 水  

17 木 後期内科健診（９:３０～） 

18 金 避難訓練（火災・引き渡し） 

19 土 学校休業日保育 

20 日  

21 月 敬老の日 

22 火 国民の休日 

23 水 秋分の日 

24 木  

25 金  

26 土 職員研修日（家庭協力願い） 

27 日  

28 月 なぎなた稽古（年長児） 

29 火  

30 水 後期歯科健診日（９:３０～） 

園だより 
令和８年度   社会福祉法人弘文会立  浦添市認定こども園  神森こども園 

令和８年８月３１日（月）  

神森こども園  

園長 仲本 あゆみ 

電 話 877-2647 

ＦＡＸ 917-2649  

 

≪お知らせと協力願い≫ 
・８月 31 日(月)～9 月 11 日(金)の期間、九州女子大学から 1

名、９月１日(火)～９月 24 日(木)の期間、沖縄女子短期大学

から１名計２名の実習生を受け入れております。未来の保育

士育成の為、ご理解下さい。 

・9 月３日(木)、年長児はアルバムの集合写真撮影があります。

お気に入りの服装で登園させて下さい。（お子さんが好きな洋

服で OK） 

・９月７日（月）に、生活リズムカードを配布します。お子さん

と一緒に楽しみながら取り組んで頂けたら嬉しいです。保護

者の皆さまには、カードの記入をお願い致します。期間は９月

７日(月)～９月 11 日(金)となっています。 

・9 月 15 日(火)、PTA によるおやつ会を予定しております。 

 おやつは、美味しいかき氷となっております。 

・９月 17 日(木)、後期内科健診となっています。当日、登園の

ご協力を宜しくお願い致します。参加出来なかった場合は、ご

家庭で受診をお願い致します。 

・9 月 26 日(土) 職員研修日となっております。家庭保育のご

協力を宜しくお願い致します。 

・9 月 30(水)、後期歯科健診となっています。当日、登園のご

協力を宜しくお願い致します。参加出来なかった場合は、ご家

庭で受診をお願い致します。  

～     ～     ～     ～     ～     ～     ～     ～     ～     ～     ～     ～ 

★可愛いキーホルダーやぬいぐるみなど、登園時に持ってくる

ことは構いませんが、お子さんが園で過ごす際には、必ず、持

ち帰り頂きますようお願い致します。また、カバンに付けてい

るキーホルダーは NG となります。 

 （園で、破損したり紛失などがあった場合は、園で責任を負う

ことが出来ません。また、友達とのトラブルにつながる場合も

ありますのでご理解・ご協力を宜しくお願い致します。） 

★ご家庭で廃材や折り紙などを使った作品を園に持ってくるこ

とは構いません。ただし、持たせる前に、お子さんが作った作

品が安全に遊べるものか、ご家庭でも今一度ご確認をお願い

致します。子ども達が園で安全に楽しく過ごせるよう、職員も

確認して参ります。ご理解とご協力を宜しくお願い致します。 

★お子さんの持ち物には全て名前の記入をお願い致します。 

園帽子は、熱中症対策の一つです。 

必ず園帽子を被って登園しましょう。子

どもの命を家庭と園とで連携して守っ

ていきましょう。 


